
名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
流通量推計調査報告書（第７回）

　■　調査の趣旨及び方法

　■　調査対象者及び回収状況

　■　調査実施日

　■　調査内容

この調査は、名古屋市中央卸売市場で取引される生鮮食料品について、供給

先・供給量の状況を把握し市場運営の参考にするため、卸売業者・仲卸業者の

協力を得て、調査票若しくは電子データにより回答いただいたものを集計した。

名古屋市中央卸売市場本場、北部市場及び南部市場における下記の業者

▼卸売業者（青果部・水産物部・食肉部） … 回収状況 100％

▼仲卸業者（青果部・水産物部） … 回収状況 100％

青果部 本場 100.0％、北部市場 100.0％

水産物部 本場 100.0％、北部市場 100.0％

青果部・水産物部 平成２９年９月１４日（木） 〔第２木曜日〕

食肉部 平成２９年９月 １日（金）～９月１４日（木）

▼供給地域（調査対象者が販売した相手方の営業所の所在地）

◇名古屋市・豊山町（以下「開設区域」という。）

◇愛知県（開設区域を除く）

◇岐阜県・三重県

◇中部６県（静岡県・長野県・滋賀県・福井県・石川県・富山県）

◇その他

▼供給先業種（調査対象者が販売した相手方の業種）

◇一般小売店 （青果・鮮魚等専門小売店、売場面積250㎡未満の業者）

◇大型小売店 （売場面積250㎡以上のスーパー、百貨店、生協）

◇大口需要者 （給食業者、飲食業者）

◇問屋 （卸売業者、仲買業者）

◇その他の事業者（加工業者など）

▼調査対象者が販売した品目とその数量

◇青果物 野菜・果実

◇水産物 生鮮水産物・冷凍水産物・加工水産物

◇食肉 牛・豚



4,193t
(3,958t)

合計
3,039t

(2,731t)

野菜
2,426t

(2,224t)

果実
612t

(507t)

合計
428t

(462t)

生鮮
194t

(219t)

冷凍
76t

(71t)

加工
158t

(172t)

合計
727t

(766t)

牛
166t

(186t)

豚
561t

(580t)

注：（　）内数値は前回〔調査日： 〕

総
計

青
果
物

水
産
物

食
肉

41.7 
(47.1 )

35.5 
(41.9 )
37.7 
(45.2 )

26.8 
(27.5 )

49.3 
(50.4 )
47.2 
(48.5 )
48.5 
(54.4 )
52.1 
(51.1 )

63.1 
(63.7 )

75.8 
(75.0 )

59.3 
(60.1 )

38.8 
(34.9 )

43.2 
(38.0 )
40.7 
(34.7 )

53.2 
(52.5 )

30.7 
(28.3 )
32.9 
(29.9 )
27.6 
(27.1 )

29.6 
(26.7 )

25.3 
(28.1 )

15.1 
(17.6 )

28.3 
(31.4 )

11.3 
(11.4 )
11.3 

(12.0 )
10.2 
(11.1 )

15.9 
(15.9 )
13.8 

(15.7 )
15.7 

(17.5 )
10.7 
(10.8 )

13.0 
(15.3 )

10.0 
(6.7 )

8.4 
(7.0 )
10.5 
(6.6 )

2.5 
(2.1 )
2.9 
(2.7 )
3.3 
(2.7 )

1.4 
(2.6 )
3.4 

(2.3 )
3.2 
(2.3 )

6.3 
(2.4 )

2.2 
(2.1 )

0.0 
(0.0 )
0.0 
(0.0 )
0.0 
(0.0 )

5.7 
(4.5 )
7.1 
(5.4 )
8.2 
(6.3 )

2.8 
(1.5 )
2.8 
(3.4 )
0.9 
(1.7 )

6.9 
(5.3 )

3.0 
(4.8 )
1.6 
(1.5 )
0.6 
(0.5 )
1.9 
(1.9 )

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

開設区域 愛知県 岐阜県・三重県 中部６県 その他

品目別の供給地域の比較

注：（ ）内数値は前回〔調査日：青果物・水産物 平成28年9月8日(木)、食肉 平成28 年9月1日(木)～14日(水)〕

○ 青果物と水産物の供給先は、「開設区域」と「愛知県」で合わせて約８割となっており、

特に果実においては「愛知県」の割合が５割以上となっている。

○ 青果物は「開設区域」が４割弱に対し、水産物は約５割と、青果物に比べ「開設区域」

の割合が高い。

○ 食肉は、「開設区域」の割合が高く、特に牛が高い。
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4,193t
(3,958t)

合計
3,039t

(2,731t)

野菜
2,426t

(2,224t)

果実
612t

(507t)

合計
428t

(462t)

生鮮
194t

(219t)

冷凍
76t

(71t)

加工
158t

(172t)

合計
727t

(766t)

牛
166t

(186t)

豚
561t

(580t)

注：（　）内数値は前回〔調査日： 〕

食
肉

総
計

青
果
物

水
産
物

14.7 
(16.3 )
16.1 
(17.7 )
15.9 
(17.4 )
17.0 
(18.8 )

12.5 
(16.6 )
14.4 
(20.3 )
9.9 
(9.3 )
11.5 
(15.1 )
9.8 
(11.1 )

21.5 
(22.9 )

6.4 
(7.3 )

34.5 
(34.0 )

41.5 
(42.2 )

41.3 
(41.3 )
42.3 
(46.3 )

42.7 
(41.0 )

44.5 
(46.1 )

30.9 
(33.0 )

46.0 
(37.8 )

0.4 
(0.4 )

0.0 
(0.0 )

0.5 
(0.5 )

7.0 
(6.5 )

7.3 
(7.1 )
7.8 
(7.1 )
5.5 
(7.1 )
12.5 
(10.0 )

15.4 
(9.3 )

12.9 
(9.4 )

8.7 
(11.2 )

2.5 
(2.4 )

9.3 
(8.6 )

0.5 
(0.4 )

33.3 
(30.7 )

25.5 
(20.3 )
24.9 
(20.5 )
28.0 

(19.6 )
24.9 
(26.5 )

23.7 
(22.0 )

26.3 
(28.3 )

25.8 
(31.6 )

70.4 
(70.3 )

68.0 
(68.1 )

71.1 
(71.0 )

10.6 
(12.5 )
9.6 

(12.6 )
10.2 
(13.7 )

7.2 
(8.2 )
7.4 
(5.8 )

1.9 
(2.4 )

20.1 
(20.0 )

8.0 
(4.3 )

16.8 
(15.8 )

1.2 
(0.4 )

21.4 
(20.8 )

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般小売店 大型小売店 大口需要者 問屋 その他

品目別の供給先業種の比較

注：（ ）内数値は前回〔調査日：青果物・水産物 平成28年9月8日(木)、食肉 平成28 年9月1日(木)～14日(水)〕

○ 供給先業種の割合は、青果物・水産物とも「大型小売店」の割合が最も高く、次いで「問屋」の

順となっている。

○ 食肉は、「問屋」の割合が最も高く約７割となっている。また、青果物・水産物と違い、「大型

小売店」への供給は0.4％と低い。
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■ 青果物の供給地域

単位＝％

○ 野菜の供給先業種

単位＝％

○ 果実の供給先業種

単位＝％

青果物の市場別の供給先

その他

9.3 
中部６県

3.4 
岐阜県・三重県

10.0 
愛知県

37.1 
開設区域

40.1 開設区域

27.3 

愛知県

53.9 

岐阜県・三重県

13.6 
中部６県

2.1  その他

3.1 

1,939t1,100t

本 場 北 部

市 場

その他

14.0 
問屋

24.6 
大口需要者

7.5 
大型小売店

37.8 
一般小売店

16.1 一般小売店

15.4 
大型小売店

47.2 
大口需要者

8.3 
問屋

25.4 
その他

3.6 

1,530t896t

本 場 北 部

市 場

その他

9.7 
問屋

32.6 
大口需要者

7.8 
大型小売店

36.8 
一般小売店

13.2 一般小売店

24.8 

大型小売店

53.5 
大口需要者

0.9  問屋

18.8 
その他

2.1 

409t203t

本 場 北 部

市 場

○ 青果物の供給地域は、本場・北部

市場とも「開設区域」と「愛知県」

を合わせて約８割を占めている。

○ 北部市場では、本場と比較して、

「開設区域」の割合が高くなって

いる。

○ 野菜の供給先業種は、本場・北部

市場とも「大型小売店」「問屋」

「一般小売店」の順となっている。

○ 北部市場では「その他」の割合

が、本場と比較して高くなってい

る。

○ 果実の供給先業種は、本場・北部

市場とも「大型小売店」が、一番高

い。

○ 本場では「大型小売店」の割合が

５割以上を占めており、北部市場と

比較して高くなっている。
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■ 水産物の供給地域

単位＝％

○ 生鮮水産物の供給先業種

単位＝％

○ 冷凍水産物の供給先業種

単位＝％

水産物の市場別の供給先

その他

7.4 
中部６県

5.2 
岐阜県・三重県

17.9 
愛知県

38.3 
開設区域

31.2 
開設区域

53.2 

愛知県

29.1 
岐阜県・三重県

13.0 
中部６県

3.0  その他

1.8 

77t351t

本 場 北 部

市 場

その他

3.0 
問屋

11.7  大口需要者

8.4 

大型小売店

65.9 
一般小売店

11.0 一般小売店

15.5 
大型小売店

37.7 

大口需要者

17.7  問屋

27.5 
その他

1.6 

47t147t

本 場 北 部

市 場

その他

43.2 
問屋

23.1 
大口需要者

10.1 大型小売店

11.4 
一般小売店

12.2 一般小売店

9.4 
大型小売店

34.8 
大口需要者

13.5 
問屋

26.9 
その他

15.4 

13t63t

本 場 北 部

市 場

○ 水産物の供給地域の割合は、本場

では「開設区域」の割合が５割以上

で最も高く、「愛知県」の割合と合

わせ８割以上を占めている。

○ 北部市場では「開設区域」より

「愛知県」の割合が高い。

また、「岐阜県・三重県」の割合

が本場と比較して高くなっている。

○ 生鮮水産物の供給先業種の割合

は、本場・北部市場ともに「大型

小売店」の割合が最も高い。

○ 北部市場では「大型小売店」が

本場に比べ65.9％と高い。

○ 冷凍水産物の供給先業種の割合

は、本場は「大型小売店」が最も

高く、次いで「問屋」となってい

る。

○ 北部市場では、「その他」が４

割以上と高く、次いで「問屋」と

なっている。本場で高い「大型小

売店」は約１割であった。
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○ 加工水産物の供給先業種

単位＝％

水産物の市場別の供給先

その他

31.6  問屋

5.3 
大口需要者

2.8 
大型小売店

46.6 
一般小売店

13.8 一般小売店

11.2 
大型小売店

46.0 
大口需要者

9.5 
問屋

28.3 
その他

5.1 

17t141t

本 場 北 部

市 場

○ 加工水産物の供給先業種の割合

は、本場・北部市場ともに「大型

小売店」が最も高い。

○ 本場では、北部市場に比べ「問

屋」の割合が約３割と高く、北部

市場では「その他」が約３割と、

本場と比較して高くなっている。
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■ 食肉の供給地域

単位＝％

○ 牛の供給先業種

単位＝％

○ 豚の供給先業種

単位＝％

食肉の供給先

開設区域

63.1 愛知県

25.3 

岐阜県・三重県

10.0 
中部６県

0.0  その他

1.6 

727t

南 部 市 場

一般小売店

21.5 
大型小売店

0.0 
大口需要者

9.3 
問屋

68.0 

その他

1.2 

166t

南 部 市 場

一般小売店

6.4  大型小売店

0.5 
大口需要者

0.5 

問屋

71.1 

その他

21.4 
561t

南 部 市 場

○ 食肉の供給先業種の割合は、

「開設区域」の割合が６割以上を

占めており、「愛知県」を合わせ

ると約９割を占めている。

○ 牛の供給先業種は、「問屋」の

割合が最も高く、約７割を占めて

いる。

次いで「一般小売店」「大口需

要者」の順となっており、３業種

でほぼ１０割を占めている。

○ 豚の供給先業種は、「問屋」の

割合が最も高く７割以上を占めて

いる。

次いで「その他」「一般小売店」

の順となっており、３業種でほぼ

１０割を占めている。
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